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期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

1月25日（木）～
2月1日（木）

2月1日（木）～
2月8日（木）

2月8日（木）～
2月15日（木）

2月15日（木）～
2月22日（木）

2月22日（木）～
3月1日（木）

●ニュース：①明和町商工会新春賀詞交歓会
　　　　　 ②町内でどんど火　ほか
●トピックス：こんにちは ボランティアさん

●ニュース：①坂本古墳群史跡公園オープン記念整備報告会
　　　　　 ②ふれあいレクリエーション祭　ほか
●トピックス：うめいわ おつまみ

●ニュース：①災害対応図上訓練
　　　　　 ②シンポジウム斎宮跡と久留倍官衙遺跡　ほか
●トピックス：覚えておきたい げんき☆レシピ

●ニュース：①前野御頭神事
　　　　　 ②明和FCフットサルフェスタ　ほか
●トピックス：視聴者投稿め～Tube

●ニュース：①明和町郷土文化を守る会講演会
　　　　　 ②美し国三重市町対抗駅伝　ほか
●トピックス：済生会明和病院紹介
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明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈1月25日（木）～3月1日（木）〉

お天気

比
べ
て
く
だ
さ
い
!!

浄
化
槽
点
検
の
お
値
段

（有料広告）

（有料広告）



まちの話題
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

　

１
月
１
日
、
大
淀
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
場
前
の
海
岸
で
、
元
日

の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
初
日
の

出
を
迎
え
る
会
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
や
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
よ
う
と
、
明
和
町
観
光
協

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
会

場
に
は
、
初
日
を
見
よ
う
と
約

３
０
０
０
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が

訪
れ
て
お
り
、
正
月
飾
り
に
彩
ら

れ
た
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見

新
春
の
空
に
初
日
昇
る

【
明
和
町
観
光
協
会
の
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
】

 

平
成
29
年
度
明
和
町
成
人
式

 　

１
月
７
日
、
明
和
町
中
央
公
民

館
で
平
成
29
年
度
明
和
町
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
は
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
２
１
６
人
が
出
席
。
式
で
は
、

町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

新
成
人
代
表
の
長
谷
川
眞
也
さ
ん

が
新
成
人
の
言
葉
を
述
べ
、
両
親

や
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

お
礼
と
と
も
に
、
明
和
は
「
明
る

い
」
と
「
和
む
」
が
含
ま
れ
て
お

り
、
心
安
ら
ぐ
故
郷
の
町
と
し
て

忘
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
中
学
校
恩
師
を

招
い
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
久
し
ぶ
り

に
会
う
同
級
生
と
写
真
を
撮
り

あ
っ
た
り
し
て
再
会
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

せ
て
い
ま
し
た
。

　

明
和
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
披
露

や
、
温
か
い
豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
も

ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
海
岸
で
は
ど
ん
ど
火
が
焚

か
れ
、
暖
を
と
り
な
が
ら
初
日
を

待
つ
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
午
前
７
時

頃
に
明
る
さ
を
増
し
、
初
日
が
昇

る
と
、参
加
者
ら
は
し
ば
し
の
間
、

美
し
い
初
日
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

本年度成人式実行委員の皆さん

新成人の言葉（長谷川眞也さん）

上御糸校区の皆さん
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まちの話題
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

　

12
月
23
日
、
い
つ
き
の
み
や
歴

史
体
験
館
周
辺
で
第
19
回
追
難

（
つ
い
な
）
の
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

追
難
と
は
平
安
時
代
を
中
心
に

宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
大
晦
日
の

行
事
で
、
こ
の
行
事
を
再
現
し
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
ふ
る
ま
い
や
特
産
品
販

売
も
行
わ
れ
、
開
会
式
後
の
講
演

会
で
は
斎
宮
歴
史
博
物
館
副
参
事

兼
学
芸
普
及
課
長
の
榎
村
寛
之
氏

が
「
追
難
と
節
分

－

鬼
に
ぶ
つ
け

る
も
の
は
何

－

」
と
題
し
て
講
演

し
、
参
加
者
ら
は
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
る
講
演
内
容
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
公
募
で
選
ば
れ
た
陰
陽

師
（
お
ん
み
ょ
う
じ
）
や
方
相
氏

（
ほ
う
そ
う
し
）、侲
子
（
し
ん
し
）

ら
が
さ
い
く
う
平
安
の
杜
な
ど
を

練
り
歩
い
た
あ
と
、
一
般
参
加
者

に
よ
る
け
じ
め
の
弓
矢
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
19
回 

追
難（
つ
い
な
）

の
ま
つ
り

　

恒
例
の
明
和
町
消
防
団
（
藪
谷

一
雄
団
長
）出
初
式
が
１
月
14
日
、

明
和
町
中
央
公
民
館
と
役
場
職
員

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
４
０
人
の
消
防
団
員
を
は

じ
め
、
明
和
消
防
署
員
や
町
関
係

者
な
ど
、
総
勢
約
１
９
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
式

典
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
、
役

場
駐
車
場
で
通
常
点
検
（
人
員
・

姿
勢
・
服
装
の
点
検
）
や
機
械
器

具
の
点
検
、一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

団
員
は
防
火
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章
＝
第
２
分
団
副
分
団
長

服
部
信
幸
、
第
３
分
団
副
分
団
長

山
崎
貴
也

表
彰
徽
章
＝
第
４
分
団
副
分
団
長　

中
林
俊
輔
、
山
北
直
紀
、
松
本
憲

裕
、
下
村
篤
史
、
瀬
田
康
喬
、
瀬

田
憲
男
、
山
路
敏
之
、
田
添
隆
一
、

西
村
太
一
、
廣
瀬
友
彦
、
中
井
宏

行
、
頓
部
圭
祐

■
三
重
県
消
防
協
会
松
阪
支
会
長

表
彰

功
績
章
＝
川
北
貴
之
、
北
口
敏
也

表
彰
徽
章
＝
西
村
典
明
、
山
本
幸

明
和
町
消
防
団
の
出
初
式

【
式
典
・
功
績
表
彰
、
機
械
器
具
点
検
や
一
斉
放
水
】

司
、
大
谷
恒
夫
、
小
林
教
人
、
織

田
賢
彦
、
小
林
篤
史
、
西
村
泰
樹
、

西
口
峰
高
、
辻
元
貴
、
増
田
真
也
、

西
川
直
孝

■
明
和
町
長
表
彰

勤
続
章
＝
奥
山
尚
希
、児
島
正
人
、

小
木
曽
崇
寿
、
浅
沼
秀
陽
、
長
岡

大
輔
、
大
東
敬
、
伊
藤
啓
真
、
森

浩
太
郎
、
井
上
拓
哉
、
馬
場
崇
、

島
田
久
男
、
森
諒
平
、
大
角
崇
貴
、

山
中
剛
、
西
村
元
樹
、
松
田
理
、

北
出
一
紀
、
須
賀
弘
貴
、
伊
藤
公

久
、
前
川
隆
生
、
吉
田
洋
子
、
山

路
由
香

機
械
器
具
愛
護
表
彰
＝
第
１
分
団

第
３
部
、
第
２
分
団
第
６
部
、
第

３
分
団
第
１
部
、
第
４
分
団
第
１

部
、
第
５
分
団
第
１
部

（有料広告）
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まちの話題
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

関岡　豊さんに瑞宝双光章
　関岡さんは県立高校教諭を退職後、平成 2 年
から 4 期 16 年にわたり町議会議員を務められ、
平成 10 年 11 月には副議長も務め、教育環境の
整備・充実や福祉の充実、各地区コミュニティ
センター建設の取り組みなどに貢献されたほか、
平成 8 年から 2 年間は監査委員として民主的か
つ効率的な行政の執行確保と地方自治の本旨の
実現に寄与されました。
　関岡さんは「私ひとりの功績ではなく多くの
町民の皆さんのご支援をいただいた結果だと思
う。学校教育現場でも「生きる尊さ」を徹底した。
この喜びは町民の皆さんらと分かち合いたい。」
とコメントされました。

瀬田　明さんに旭日単光章
　瀬田さんは宮川用水土地改良区理事や有爾中
自治会長等を歴任。その功績などが認められ旭
日単光章を受章されました。
　受章にあたり瀬田さんは「自治会長の仕事は
行政と地元住民の調整役と考え 24 年間務めた。
民生児童委員の経験から立場の弱い人を大切に
することを心掛けるとともに、明和町は農業が
基幹産業であるため、農業や農政に精通してい
ないと自治会の仕事は難しかったので、良い経
験をさせていただいた。今回の受章は大変名誉
なことでありがたく、自治会長の仕事を補佐し
てくれた周囲の方々や妻にも感謝したい。」とコ
メントされました。

町政に貢献されたお二人が叙勲を受章
おめでとうございます

　

１
月
14
日
、
明
和
消
防
署
南
側

で
北
野
凧
（
た
こ
）
の
会
主
催
の

「
第
40
回
新
春
北
野
た
こ
あ
げ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
第
40
回
の
節
目
と
し
て

斎
王
の
凧
や
北
野
こ
ど
も
会
が
制

作
し
た
「
斎
宮
」
の
凧
な
ど
多
く

の
凧
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
40
回

北
野
た
こ
あ
げ
ま
つ
り

　

１
月
11
日
、
町
内
の
酒
蔵
、
旭

酒
造
（
山
大
淀
）
で
、
明
和
町
と

皇
學
館
大
学
が
連
携
し
て
進
め
て

い
る
「
産
学
官
連
携
日
本
酒
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
日
本
酒
「
神

都
の
祈
り　

斎
王
」
の
醸
造
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
皇
學
館
大
学
祭
式
研

究
部
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ

た
あ
と
、
学
生
ら
が
酒
米
を
冷
ま

す
作
業
を
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
だ
い
た
だ
け
る
日
本
酒
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、北
野
凧
の
会
の「
北

野
汁
」
の
振
る
舞
い
や
、
あ
り
ん

こ
の
団
子
、
新
鮮
野
菜
や
ひ
じ
き

う
ど
ん
の
販
売
も
行
わ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
新
春
の
一
日
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雅
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

東
儀
秀
樹
氏
が
作
曲
し
た
雅
楽

「
神
都
の
祈
り
」
を
酒
蔵
で
流
し

て
日
本
酒
に
聞
か
せ
る
な
ど
、
二

年
目
と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
年
目
の
仕
込
み
始
ま
る

【
産
学
官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
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く ら し
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
19
案
件
を
審
議
・
可
決

【
平
成
29
年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
】

　

平
成
29
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
89
億
４
３
８
２
万
６
千
円

と
し
ま
し
た
。
歳
出
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
会
費　

職
員
手
当
な
ど
96
万

３
千
円
の
増
額

■
総
務
費　

土
地
購
入
費
、
公
会

計
財
務
諸
表
作
成
業
務
委
託
料
な

ど
１
億
４
４
３
３
万
８
千
円
を
増

額■
民
生
費　

地
域
生
活
支
援
事
業

費
な
ど
９
１
２
万
円
を
増
額

■
衛
生
費　

が
ん
検
診
委
託
料
な

ど
７
５
０
万
６
千
円
を
増
額

■
農
林
水
産
業
費　

職
員
手
当
な

ど
等
７
１
７
万
円
を
減
額

■
商
工
費　

職
員
手
当
な
ど
２
７

０
万
２
千
円
の
減
額

■
土
木
費　

道
路
新
設
改
良
費
、

土
地
購
入
な
ど
６
１
５
９
万
６
千

円
の
増
額

■
教
育
費　

小
学
校
施
設
維
持
補

修
工
事
な
ど
１
０
９
４
万
９
千
円

を
増
額

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
は
、
国
庫
支
出

金
４
１
１
万
２
千
円
、
県
支
出
金

１
０
１
０
万
９
千
円
、
繰
越
金
５

８
３
７
万
９
千
円
、
諸
収
入
１
億

５
２
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
19
日
か
ら
22
日

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
特
別
・
水
道
事
業
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
を

審
議
し
、
19
案
件
（
議
案
13
件
、
発
議
１
件
、
承
認
３
件
、
同
意
２

件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正

　

平
成
29
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
歳
出
、
水
道
事
業
会
計
支
出
の

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

　

史
跡
土
地
買
上
（
直
接
買
上
）

下
園
東
区
画
整
備
事
業
な
ど
３
７

９
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
５
億
１
６
７
４
万
４
千
円
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
な

ど
１
０
９
０
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
31
億
１
７
９
０
万
円
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

上
御
糸
・
下
御
糸
地
区
維
持
管

理
費　

電
気
料
な
ど
１
６
１
万
３

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
２
億
７

６
１
万
３
千
円
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

施
設
建
設
工
事
な
ど
２
５
０
９

万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
７
億
１

６
８
３
万
円
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
な
ど
３
９
８
２
万
９
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
23
億
５
９
２
１

万
７
千
円
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

職
員
手
当
な
ど
１
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
億
４
２
９
２
万
１

千
円
。

■
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出
の
営
業
費
用
を
75

万
５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
３

特
別
会
計
等
の
補
正

そ
の
ほ
か
の
議
案
等

【
議
案
】

■
明
和
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
明
和
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
土
地
の
取
得
に
つ
い
て（
２
件
）

■
平
成
29
年
度　

国
補
漁

－

２

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

　

下
御
糸
漁
港
航
路
浚
渫
工
事
そ

の
２　

請
負
契
約

■
平
成
29
年
度　

歴

－

３　

社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業　

斎

王
北
野
線
外
２
路
線
景
観
形
成
舗

装
工
事　

請
負
契
約

■
平
成
29
年
度　

歴

－

４　

社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業　

坂

本
斎
宮
線
外
２
路
線
景
観
形
成
舗

装
工
事　

請
負
契
約

【
発
議
】

■
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書

　

ま
た
、
12
月
22
日
に
は
追
加
補

正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
０
万
円
を
増

額
し
、
総
額
を
89
億
５
８

８
２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
歳

出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
災
害
復
旧
費　

道
路
橋
梁
災
害

復
旧
費
１
５
０
０
万
円
を
増
額

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴
う
財

源
（
歳
入
）
は
、
寄
附
金
15
万
円
、

繰
越
金
１
４
８
５
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

億
６
７
０
６
万
４
千
円
。
資
本
的

支
出
の
建
設
改
良
費
を
６
万
円
増

額
し
、
総
額
を
１
億
３
４
８
８
万

６
千
円
。

【
同
意
】

■
明
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
考
同
意
に
つ
い
て

（
２
件
）
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一部の銀行口座をお持ちの方はスマートフォンのアプリを使い、
納付書のバーコードを読み取ることで、お支払いができるように
なりました（口座からリアルタイムで決済されます）。

　下水道使用料を人数制により算定している区域については、使用している家族等の人数に応じて使
用料の計算をしています。算定人数については、住民基本台帳の人数を基礎としていますが、住民票
を異動しないまま、不在にされている場合があります。３カ月以上不在（※注１）になる人が居る場
合は、「排水使用人員変更届」を提出していただき認定されると、下水道の使用人数を変更することが
できます。排水使用人員変更届の受付は随時行っていますが、お早めにご提出ください。
　なお、有効期間は１年間ですので、前年度に申請済の人でも、毎年の申請が必要です（※注２）。

※注 1. 学生など、一時的に実家を離れる場合／病院への入院や施設への入所の場合／１年未満の転勤
　　　 の場合など。
※注 2. 排水使用人員変更届の提出から１年を経過した人には、年に一度、確認通知を送付しています。

■申請に必要なもの　①「排水使用人員変更届」　②印鑑…認印　③不在を証明するもの…施設等入所
証明書、公共料金等の請求書・領収書、アパート等の賃借契約書（写し）など、対象者の氏名・居住
地の記載があり、人数変更日以降の状況が分かるもの。

■お問い合わせ先　上下水道課下水道係（☎ 52・7120　FAX 52・7134）

下水道 人数制 をご利用の皆さまへ

■ご注意
・アプリの使用方法などについては、各アプリのホームページをご確認ください。
　百五銀行　https://www.hyakugo.co.jp/barcode-pay/　PayB　https://payb.jp/index.html
・アプリでの支払いですので領収書は発行されませんが、登録したメールアドレスに支払完了メール
　が送信され、記帳すれば「バーコードペイ」または「ペイビー」と表示されます。
・その他利用可能な金融機関については、PayB のホームページをご確認ください。

■お問い合わせ先　上下水道課（☎ 52・7120　FAX 52・7134）

百五銀行

PayB
（みずほ銀行・ゆうちょ銀行）

水道料金・下水道料金の
お支払いが
スマホで便利に!!

アプリのダウンロードは
こちらから
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く ら し
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

平
成
29
年
分 

所
得
税
と
町
・
県
民
税（
住
民
税
）の
申
告

申
告
受
付
期
間
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

松
阪
税
務
署（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
）　

明
和
町
税
務
課（
☎
52
・
７
１
１
３
）

■
申
告
会
場
・
内
容
等

①
松
阪
商
工
会
議
所
１
階
大
ホ
ー

ル
（
相
談
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
受
付
は
４
時
ま
で
）
ま

で
で
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）
確

定
申
告
受
け
付
け
の
主
会
場
で
、

全
項
目
の
申
告
・
相
談
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
が

対
象
で
す
の
で
、町
・
県
民
税
（
住

民
税
）
申
告
の
相
談
と
提
出
は
、

町
役
場
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
（
株
式
等
の
資
産
譲
渡

も
含
む
）、
営
業
所
得
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
に
関
す
る
申
告

に
つ
い
て
は
、
主
会
場
で
取
り
扱

い
ま
す
。

②
町
役
場
研
修
室
（
受
付
時
間
＝

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
・
午
後
０

時
30
分
〜
午
後
４
時
。
相
談
時
間

　

松
阪
税
務
署
と
明
和
町
で
は
、２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
間
に
、
所
得
税
と
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

の
申
告
相
談
・
申
告
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
申
告
期
限

の
間
際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

所得税確定申告

町・県民税
申告相談

所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
・
内
容
等

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
で

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
な
お
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
は
職
員

の
対
応
・
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
）

簡
易
な
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

譲
渡
・
山
林
所
得
・
贈
与
税
に

関
す
る
相
談
は
、
当
会
場
で
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
営
業
所
得
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告

（
譲
渡
所
得
を
除
く
）
に
つ
い
て

は
、２
月
16
日（
金
）と
19
日（
月
）

の
２
日
間
に
限
り
対
応
し
ま
す
。

申
告
に
持
参
す
る
も
の

　

申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か
に
、
次

の
も
の
が
必
要
で
す
。

■
申
告
者
全
員

　

個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」（
写

真
な
し
）、
お
よ
び
運
転
免
許
証

も
し
く
は
健
康
保
険
証
な
ど
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
写
真
付
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
み
で
結
構
で
す
。

　

家
族
が
代
理
で
申
告
書
を
提
出

す
る
場
合
は
、
そ
の
申
告
者
名
義

の
個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
や

運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
が
申
告
に
み
え

る
場
合
は
、
申
告
者
名
義
の
通
知

カ
ー
ド
、
免
許
証
や
保
険
証
の
写

し
の
ほ
か
、
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
と
し
て
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
も
必
要
で
す
。

　

申
告
会
場
内
に
コ
ピ
ー
機
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場
前
に
コ

ピ
ー
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者

源
泉
徴
収
票

■
事
業
を
し
て
い
る
人　

収
支
内

訳
書
、
収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経

費
が
わ
か
る
も
の
（
事
前
に
収
入

金
額
や
必
要
経
費
等
の
集
計
を
お

願
い
し
ま
す
）

■
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た

医
療
費
控
除
の
証
明
書
（
明
細
書

は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。
な
お
、
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

と
申
告
さ
れ
る
人
が
一
定
の
取
り

組
み
（
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、

が
ん
検
診
な
ど
）
を
行
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。

■
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
。

そ
の
他
の
社
会
保
険
料
は
、
支
払

金
額
が
確
認
で
き
る
も
の

■
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
（
平
成
18
年

12
月
31
日
ま
で
に
契
約
の
長
期
損

害
保
険
分
含
む
）

■
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

配
偶
者
の
所
得
金
額

が
分
か
る
も
の

■
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付

金
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
（
内
容
に
よ
っ

て
は
①
〜
③
以
外
の
添
付
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
住
民
票
の
写
し

②
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
お
よ
び
売

買
契
約
書
の
写
し
（
土
地
も
購
入

さ
れ
た
人
は
、
そ
の
分
の
謄
本
な

ど
も
必
要
）

③
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

■
所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
人　

本
人
の
還
付
金
の
振

込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

※
所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
）

ま
た
は
明
和
町
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

町
・
県
民
税（
住
民
税
）

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

　

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申

告
は
平
成
30
年
度
の
町
・
県
民
税

額
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
資
料
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
平
成
29
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人

⑵
平
成
29
年
中
の
所
得
が
給
与
所

得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

所
得
で
、「
給
与
支
払
報
告
書
」

ま
た
は
「
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書
」
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

7



く ら し
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

※
た
だ
し
、
①
～
③
の
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

①
１
年
間
の
給
与
の
収
入
金
額
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

人
②
１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
例

え
ば
、
農
業
や
不
動
産
の
貸
付

に
よ
る
所
得
や
公
的
年
金
の
所

得
な
ど
）
の
合
算
額
が
20
万
円

を
超
え
て
い
る
人

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
支
払
い

を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
を

し
な
か
っ
た
人
の
給
与
の
収
入

金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
と
の
合
計
額

が
20
万
円
を
超
え
て
い
る
人

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、

な
ど
を
受
け
よ
う
と
し
た
り
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
人
、
地
震
や
火
災
・
風

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
住

宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た

人
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。町
・

県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
相
談

は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
町
役
場

研
修
室
会
場
の
ほ
か
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

本
年
も
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

案
内
と
申
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
時
・
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
各
地
区
訪
問
日
程

※
こ
の
日
程
中
、
対
象
地
区
以
外

の
地
区
は
役
場
研
修
室

※
い
ず
れ
の
場
所
も
、
受
付
時
間

は
①
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
、

②
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
４
時
、

相
談
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
で
す
。
た
だ
し
、
正
午
〜

午
後
１
時
は
職
員
の
対
応
と
補

助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相談日 対象地区 場　所

2月28日（水） 斎　宮 いつき会館

3月  1日（木） 明　星
（有爾中周辺）

有爾中区　第１公民館
（旧 さくら会館）

2日（金） 明　星 明星会館

6日（火） 上御糸 ふれあい会館

7日（水） 大　淀 大淀会館

8日（木） 下御糸 みいと会館

　

所
得
が
公
的
年
金
等
だ
け
（
年

金
以
外
の
所
得
が
な
い
）
で
、
公

的
年
金
等
の
収
入
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
実
際
に
は
扶
養
し
て

い
る
が
、
源
泉
徴
収
票
に
扶
養
家

族
の
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
」
場
合
は
、
町
・
県
民
税
（
住

民
税
）
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
・
県
民
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
申
告

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
税

務
課
（
☎
52
・
７
１
１
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

■
対
象
者　

①
前
年
分
の
所
得
金

額
（
青
色
申
告
特
別
控
除
前
又
は

事
業
専
従
者
控
除
前
）
が
３
０
０

万
円
以
下
の
人
、
②
消
費
税
課
税

事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
基
準

期
間
（
平
成
27
年
分
）
の
課
税
売

上
高
が
３
０
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
前
記
①
に
該
当
す
る
人
、
③

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
所
を
開
設

給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

※
譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
お
よ

び
株
式
等
を
売
ら
れ
た
人
）
の
申

告
を
す
る
人
、
山
林
所
得
の
申
告

を
す
る
人
、
贈
与
税
の
申
告
を
す

る
人
、
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
文

書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
、
初
め

て
消
費
税
の
申
告
を
す
る
場
合
で

申
告
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す

る
人
、
青
色
申
告
特
別
控
除
65
万

円
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
決

算
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す
る

人
は
、
い
ず
れ
も
税
務
署
等
の
確

定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
金
）
と
19

日
（
月
）
の
２
日
間
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
ま
で
休
憩
）

■
場
所　

町
役
場
研
修
室

■
担
当　

東
海
税
理
士
会
松
阪
支

部
所
属
税
理
士

※
会
場
で
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
電

子
申
告
）
も
利
用
で
き
ま
す
。
電

子
申
告
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

番
号
カ
ー
ド
（
電
子
証
明
付
き
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
番
号
の
分

か
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限

　

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
納
付
書
に

よ
っ
て
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
所
得
税　

３
月
15
日（
木
）

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）　

４
月
２
日
（
月
）

※
納
税
は
、
安
心
で
便
利
な
振
替

納
税
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務
署

か
ら
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通
知

な
ど
に
よ
る
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
、
振

替
納
税
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
松
阪
税
務
署
管
理
運
営
部
門

（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、

自
動
音
声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
第

２
期
予
防
接
種
の
接
種
終
了
時
期

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｔ
二
種

混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

第
２
期
予
防
接
種
も
お
早
目
に
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
と
は

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
伝
染
力

が
極
め
て
強
く
、
万
一
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
肺
炎
、
急
性
脳

炎
、
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
（
約

10
年
く
ら
い
た
っ
て
発
症
す
る
脳

炎
）
等
の
合
併
症
を
併
発
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
で
は
、
妊
婦
が
妊
娠
初

期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
い
っ
て
、
多
発

奇
形
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

※
１
歳
頃
に
接
種
し
た
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
２
回
目
で
す
。
第
２
期
を

受
け
る
こ
と
で
病
気
に
対
す
る
免

疫
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｄ
Ｔ
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
と
は

　

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
は
飛
沫
感
染
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
主
に
、
の
ど

や
鼻
等
の
粘
膜
が
お
か
さ
れ
、
呼

吸
器
系
の
症
状
が
出
ま
す
。
現
在

の
日
本
で
は
流
行
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
の
流
行

例
が
あ
り
、
接
種
率
の
低
下
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

破
傷
風
は
土
の
中
に
潜
む
破
傷

風
菌
か
ら
感
染
し
ま
す
。
日
本
中

ど
こ
に
で
も
菌
が
い
る
た
め
、
感

染
の
可
能
性
は
常
に
あ
り
ま
す
。

自
分
で
は
気
付
か
な
い
程
度
の
小

さ
な
傷
か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
口
が
開

き
に
く
く
な
り
、
硬
直
や
痙
攣
な

ど
の
激
し
い
全
身
症
状
が
現
れ
、

死
亡
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
致

命
率
が
高
く
、治
療
が
困
難
で
す
。

母
体
か
ら
の
免
疫
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
で
し
か
予
防

で
き
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
期
の
基
礎
免
疫
（
三
種

混
合
第
１
期
も
し
く
は
二
種
混
合

第
１
期
）
完
了
後
の
追
加
接
種
で

す
。

Ｍ
Ｒ
・
Ｄ
Ｔ
予
防
接
種

※
母
子
手
帳
で
接
種
状
況
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所　

予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関（
三
重
県
内
）

※
接
種
を
希
望
す
る
方
は
予
診
票

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
福
祉
保

健
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課

（
☎
52
・
７
１
１
５
）

ワクチン名 接種回数 対象者

MR
（麻しん・風しん）

第2期
１回

5 歳以上 7 歳未満の者で次年度に
小学校へ入学する児（年長児）
※平成 30 年 3 月 31 日までに受
けてください

DT二種混合
（ジフテリア・破傷風）

第2期
１回

11 歳以上 13 歳未満
※小学 6 年生に対して予診票を配
布してあります

■
日
時　

２
月
22
日
（
木
）

　

午
後
３
時
～

■
場
所　

明
和
町
中
央
公
民
館

　

２
階
中
会
議
室

■
演
題　
「
虐
待
が
与
え
る
子
ど

も
へ
の
影
響
」

■
講
師　

皇
学
館
大
学
教
育
学
部

教
授　

臨
床
心
理
士　

吉
田　

直

樹
さ
ん

■
参
加
対
象　

民
生
児
童
委
員
、

保
育
士
・
幼
小
中
教
職
員
、
児
童

【
明
和
町
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

平
成
29
年
度 

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
研
修
会

虐
待
防
止
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

■
申
し
込
み　

不
要

《
主
催　

明
和
町
》

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
（
明
和
町
子
ど
も
家

庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

め
ば
え
ネ
ッ
ト
（
明
和
町
子
ど
も

発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

■
問
い
合
わ
せ　

明
和
町
福
祉
保

健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

●実施日　2 月 19 日（月）、3 月 16 日（金）
●受付時間　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　（おひとり 30 分程度）
●対象者　こころの健康に悩むご本人、ご家族、
関係機関の人
※精神科病院または精神科クリニック等に定期通
院されている人はご遠慮ください。
●内容　精神科医師による個別相談
※診察ではないので薬はでません。
●実施場所　松阪保健所
　（松阪庁舎１階母子診察室）

事前予約が必要です。松阪保健所　保健衛生室地
域保健課（☎ 0598・50・0532）にお申し込みく
ださい。

こころの健康相談
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明
和
町
で
は
、
大
地
震
か
ら
皆

様
の
大
切
な
生
命
・
財
産
を
守
る

一
助
と
す
る
べ
く
、
木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

相
談
会
で
は
、
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
る
建
築
士
等
が
皆
様
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
耐
震
補

強
に
興
味
の
あ
る
方
、
耐
震
診
断

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
関
心
は

住
宅
の
耐
震
化
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

あ
る
け
れ
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

２
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

■
と
こ
ろ　

役
場
２
階　

大
会
議

室■
相
談
時
間　

40
分
～
50
分
／
件

■
内
容　

耐
震
補
強
の
工
法
・
計

　

明
和
町
で
は
、
国
土
交
通
省
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）
を
活
用

し
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
斎
宮
跡
周
辺
整
備

と
し
て
都
市
再
生
整
備
計
画
（
地

区
名
称
：
斎
宮
跡
周
辺
地
区
）
を

作
成
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
）
は
、

地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境

な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、

都
市
の
再
生
を
効
率
的
に
推
進
す

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業（
斎
宮
跡
周
辺
地
区
）

事
後
評
価
原
案
を
公
表
し
意
見
を
募
集
し
ま
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
と
地
域
経
済
・
社
会
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
16
年
度
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

■
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

・
明
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

閲
覧

・
役
場
２
階
斎
宮
跡
・
文
化
観
光

課 
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

■
閲
覧
期
間　

２
月
１
日
（
木
）

～
15
日
（
木
）

■
閲
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
（
土
、
祝
日
を
除

く
）

■
意
見
の
提
出
方
法

・
意
見
書
を
上
記
の
担
当
窓
口

へ
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
、

メ
ー
ル
で
斎
宮
跡
・
文
化
観
光

課
（saikuuato@

tow
n.m

ie-
m

eiw
a.lg.jp

）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
電
話
で
の
ご
意
見
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。

・
意
見
の
様
式
は
任
意
で
す
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
及
び
事

後
評
価
原
案
に
対
す
る
意
見
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
意
見
募
集
期
限

　

２
月
16
日
（
金
）

画
等
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
の
制

度
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
の
補
助

制
度
に
つ
い
て　

な
ど

■
予
約　

相
談
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
２
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
役
場

防
災
企
画
課
に
お
越
し
い
た
だ
く

か
、（
☎
52
・
７
１
１
０
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
前
記
申
し
込
み
先

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度　

就
学
援
助
申
請
の
お
知
ら
せ

【
２
月
19
日
～
21
日
に
夜
間
受
付
】

教育委員会
　

明
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
30
年
度
就
学
援
助
申
請
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
は
、
小
学
校
児

童
・
中
学
校
生
徒
の
就
学
が
「
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
困
難
」
な
場

合
、
そ
の
就
学
を
保
障
す
る
た
め

に
保
護
者
に
対
し
て
援
助
費
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

※
援
助
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
引
き
続
い

て
援
助
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、

改
め
て
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
援
助
対
象　

平
成
30
年
度
に
町

内
の
小
学
校
・
中
学
校
に
就
学
す

る
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
、
生
活

保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
生
活
に

困
窮
し
て
お
り
、
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者

■
援
助
内
容　

給
食
費
、
学
用
品

費
等
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
等
、
修
学
旅
行
費

■
申
請
方
法　

明
和
町
教
育
委
員

会
、
町
内
各
小
学
校
・
中
学
校
に

備
え
付
け
の
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
１

月
１
日
以
降
に
明
和
町
へ
転
入
さ

れ
た
方
は
、
個
人
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
個
人
番
号
通
知
カ
ー

ド
な
ど
）
と
申
請
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
の

写
し
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の

み
の
申
請
書
は
、
別
様
式
に
な
り

ま
す
。

※
申
請
受
付
時
に
、
記
入
事
項
に

つ
い
て
詳
し
い
内
容
を
お
聞
き
し

ま
す
。

■
申
請
先　

明
和
町
教
育
委
員
会

こ
ど
も
課
（
役
場
２
階
）

■
申
請
受
付
期
間　

２
月
19
日

（
月
）
～
４
月
27
日
（
金
）、
時
間

は
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

※
た
だ
し
、
２
月
19
日
（
月
）
～

21
日
（
水
）
は
午
後
７
時
30
分
ま

で
延
長
い
た
し
ま
す
。

※
受
付
期
間
後
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
５
月
以
降
の
受
付
分
は

支
給
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
（
☎

52
・
７
１
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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く ら し
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

未就園児と保護者の皆さんご利用ください

【子育て支援センター　行事予定】

　いちごくらぶ

◎おはなし会
■日時　2月8日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎人形劇を観よう♪
■日時　2月13日（火）午前11時～正午
■定員　20組
※申込必要
◎絵を描いたり作ったりして遊ぼう
■日時　2月27日（火）午前10時～11時
■定員　各15組
※申込必要
◎子育てのこと話し合おう！
■日時　2月19日（月）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
◎育児相談
■日時　2月19日（月）午前11時～正午
※相談希望の方は３日前までにお電話下さい。
◎おひなさまを作りましょう
■日時　2月22日（木）午前10時～11時
　　　　2月23日（金）午前10時～11時
■定員　各10組
※申込必要

【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
月～金（午前9時～午後2時）
 URL  http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

　おひさまひろば

◎豆まきあそび
■日時　2月2日（金）午前10時～、午後1時30分～
※申込不要

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いた
だき、各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換が
できる場で、各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

◎おひさまひろばの開館日（３月前半まで）
2月1日（木）、2日（金）、5日（月）、7日（水）、14日（水）、
15日（木）、16日（金）、19日（月）、21日（水）、28日（水）、
3月2日（金）、6日（火）、7日（水）、9日（金）、12日（月）、
14日（水）、15日（木）

【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）
不定期（午前9時～正午、午後1時～3時）

　こあら

◎クラフト教室（籠作り）
■日時　2月15日（木）午前9時45分～11時
■定員　8人程度
■参加費　200円程度
■申込期間　2月6日（火）～13日（火）
※午前中はクラフト教室のイベントがありますの
で、こあらのご利用は申し込みの方以外はご遠慮
ください。なお、午後からはご利用いただけます。
◎ママピラティス
■日時　3月6日（火）午前10時30分～11時
■定員　12組程度
■申込期間　2月19日（月）～3月2日（金）

【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550　月～金（午前9時～正午、午後1時～3時）

　なりひら保育所

なりひら保育所園庭開放しています！
☎55・3210　月～金（午前9時～午後4時）

　児童センター

☎52・2519　月～土（午前9時～午後5時）
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
27
日
（
火
）

第
１
回

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分

第
２
回

　

午
前
11
時
～
午
後
0
時
15
分

第
３
回

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

■
定
員　

各
回
14
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

永
田　
　

富
さ
ん

　
　
　
　

橋
本　

佳
子
さ
ん

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
２
枚

■
申
込
期
間　

２
月
13
日
（
火
）

～
16
日
（
金
）

※
受
講
資
格
は
、
明
和
町
在
住
の

20
歳
以
上
の
人
と
し
、
申
込
期
間

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
町
人
権
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
１
人

分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
み
な
さ
ん　

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

○
ふ
と
こ
ろ
も
ち
を

作
ろ
う
！

　

こ
の
地
方
に
伝
わ
る
、
昔
懐
か

し
い
黒
砂
糖
入
り
の
「
ふ
と
こ
ろ

も
ち
」
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

も
ち
米
だ
け
で
作
っ
た
餅
と
は

異
な
り
、
小
麦
粉
と
砂
糖
が
使
わ

れ
て
い
る
た
め
、
焼
か
な
く
て
も

や
わ
ら
か
く
お
い
し
く
い
た
だ
け

る
こ
の
餅
は
、
昔
農
家
の
方
が
、

懐
に
入
れ
て
、
野
良
仕
事
を
し
た

　

町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ

あ
い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
の
中
、

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
町
人

権
セ
ン
タ
ー
の
映
画
会
で
「
心
あ

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

２
月
23
日
に
ふ
れ
あ
い

映
画
会
を
開
催

た
た
ま
る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
23
日
（
金
）

午
前
の
部

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

　

名
古
屋
市
の
名
古
屋
高
等
裁
判

所
を
訪
れ
、
裁
判
所
の
し
く
み
や

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
実
際
の
裁
判
を
傍
聴
し
ま

す
（
当
日
傍
聴
で
き
る
裁
判
が
開

廷
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
）。

　

午
後
は
、
昨
年
の
11
月
に
県
営

名
古
屋
空
港
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
見
学
し
、
空
の
世
界
を
体
感
し

な
が
ら
、
航
空
機
の
魅
力
を
存
分

に
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　
【
第
１
回
】
３
月
９
日

（
金
）
午
前
７
時
出
発
・
午
後
７

人
権
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

 

裁
判
所
と
愛
知
の
新
名
所
を
訪
ね
よ
う
！

【
主
催/

町
人
権
セ
ン
タ
ー　

企
画
・
実
施/

㈱
旅
行
屋
】

時
帰
着
（
予
定
）【
第
２
回
】
３

月
15
日
（
木
）
午
前
７
時
出
発
・

午
後
７
時
帰
着
（
予
定
）

■
場
所　

名
古
屋
市
内　

他

■
内
容　

名
古
屋
高
等
裁
判
所

で
の
裁
判
傍
聴
、
あ
い
ち
航
空

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
な
ど

■
定
員　

各
回
と
も
40
人
（
先
着

順
）

※
な
お
、
各
回
30
人
に
達
し
な
い

場
合
は
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

■
参
加
費　

５
０
０
０
円
（
食
事

代
・
入
館
料
・
保
険
料
等
含
む
）

■
申
込
期
間　

２
月
20
日
（
火
）

～
23
日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

映
画　
「
遺
体 

明
日
へ

の
十
日
間
」（
出
演
者　

西
田
敏

行
、
緒
形
直
人
ほ
か
）　

の
上
映

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
５
時
に
、
直
接
町
人
権
セ
ン

タ
ー
へ
参
加
費
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）。

※
申
込
期
間
中
は
、
町
人
権
セ
ン

タ
ー
に
旅
行
会
社
申
し
込
み
窓
口

が
臨
時
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
参

加
費
を
そ
え
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
一
人
の
申
し
込
み
に
つ

き
、
二
人
分
の
参
加
を
申
し
込
め

ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
二
人
分
の

参
加
費
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
先

着
順
の
た
め
、定
員
に
達
し
次
第
、

申
し
込
み
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
ツ
ア
ー
当
日
は
、
旅
行
会
社
の

添
乗
員
は
同
行
し
ま
せ
ん
が
、
セ

ン
タ
ー
職
員
が
同
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
）
の
区
域
で
人

権
擁
護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

２
月
15
日
に「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
面
談
ま

た
は
電
話
に
よ
り
ご
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

２
月
15
日
（
木
）■ 最大震度別地震回数 

（平成 29 年 12 月 1 日〜 31 日）
震　度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計

全　国 96 34 9 3 0 0 0 0 0 142

明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の治安情勢
 （平成 29 年 11 月１日〜 30 日、概数）

手　口 件数（前月比） 手　口 件数（前月比）

空き巣ねらい ０（－１） オートバイ盗 　０（　０）

忍び込み ０（　０） 自転車盗 　２（－１）

部品ねらい ２（　２） その他 １６（　７）

車上ねらい ０（－１） 合　計 ２０（　６）

■ 町内の交通事故発生状況
平成29年

11月（概数）
平成29年1月
からの累計

前年比
（累計）

人身事故件数 0 件 61 件 － 14 件

負傷者数 0 人 87 人 － 31 人

死者数 0 人 1 人 － 2 人

三河川の水質　 採水日（平成 29 年 11 月 1 日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.0 検出せず 8.1 9.1
笹笛川（八木戸橋） 6.7 0.7 4.0 7.6
大堀川（大堀川橋） 6.5 0.9 3.5 7.8

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上
8.5以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※ PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、
7 前後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有
機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量
で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に
浮遊している微細な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶
解している酸素量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、
魚類が生存できなくなる）※ BOD・SS・DO の単位＝ mg/ℓ
※「検出せず」は、定量下限値を下回ることを示す。

人のうごき

1月の人口
総人口：23,196 人
　　男：11,201 人
　　女：11,995 人
世帯数：8,933 世帯

12月中の主な増減
出　生： 24 人
死　亡： 26 人
転入等：54 人
転出等：54 人

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
電
話　

☎
55
・
３
０
５
２
（
町

人
権
セ
ン
タ
ー
共
通
、
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
）

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
明
和
町
勤
労
者
協
調
融
資
制
度
」

（
住
宅
資
金
）の
ご
案
内

　

明
和
町
に
は
、
東
海
労
働
金
庫

と
連
携
し
た
住
宅
資
金
貸
付
の
制

度
（
お
取
扱
い
期
間
：
３
月
31
日

ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。
融
資
枠
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
金
額

　

住
宅
資
金
（
有
担
保
）

２
０
０
０
万
円
以
内

　

住
宅
資
金
（
無
担
保
）

５
０
０
万
円
以
内

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
や
用
途

な
ど
、
詳
し
く
は
、「
東
海
労
働

金
庫
松
阪
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」（
☎

０
１
２
０
・
６
６
０
・
８
３
９
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

土
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
水
曜
日
・
祝
日
を
除
く
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

　昨年度に引き続き、明和町の家庭から出る燃やせるごみのサンプリング調査を行ったところ次のような内訳
になりました。

燃やせるごみの削減、資源ごみの分別にご協力ください!

　生ごみは、重量の７～８割が水分であるといわれており、
水切りをしっかり行い、生ごみ処理機やコンポスト容器など
を利用して堆肥化することで、大幅な減量化が期待できます
ので、より一層生ごみの削減にご協力をお願いします。（燃や
せるごみの量が減れば、処理費用の抑制につながります。）
また、燃やせるごみの中に未利用のまま食品が捨てられてい
ることが多く見受けられます。食品を賞味・消費期限内に利
用したり、必要以上に購入しないことを心掛けることで燃や
せるごみの減量化につながりますので、今後も減量化へのご
協力をお願いします。
※生ごみ処理機等を購入の際には、助成制度を設けています。

平成２８年度

生ごみ
（草・せん定
　枝を含む）

22%

その他
燃やせるごみ

38%

紙・布類
（資源物のみ）

19%

プラスチック製
容器包装類 20%

不燃ごみ
1%

生ごみ
（草・せん定枝
　を含む）

41%

その他
燃やせるごみ

33%

紙・布類
（資源物のみ）

12%

プラスチック製
容器包装類 11%

不燃ごみ
3%

平成２９年度

燃やせるごみ
として出され
ていた未利用
食品

　今年度は、燃やせるごみの
中に混入するプラスチック製
容器包装類や紙・布類といっ
た資源ごみの量が昨年度と比
較して増加しました。これら
の分別の徹底を行うことで、
燃やせるごみの削減や資源の
有効活用につながります。一
方で、生ごみ（草・せん定枝
を含む）については大幅に減
少しました。

まずは確認を! PCB廃棄物の処理期限が迫っています
　ビルや工場などの蛍光灯や水銀灯等の照明器具の安定器、電源設備等の変電機やコンデンサーには、ポリ塩
化ビフェニル（PCB）が使用されている可能性があります。
　PCB を含む電気機器等については、早いものでは平成 33 年３月末日までが処分期間となります。この処
分期間を過ぎると事実上処分することが出来なくなることから、PCB を含む電気機器等が使用または保管さ
れていないか確認いただきますようお願いします。
　PCB を含む電気機器等の確認方法、処分期間、保管および処分に向けた手続きなどについては、環境省ホー
ムページの「PCB 早期処理情報サイト」をご覧ください。（「環境省　PCB　早期処理」で検索）

【PCB に関する全国相談窓口】　公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団（☎ 0120・985・007）
受付時間：平日の午前 10 時～午後 5 時（受け付けは３月 30 日まで）

２
月
の
町
税
・

保
険
料
納
期

　

２
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
固
定
資
産
税
＝
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
＝
各
第
11
期
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝
第
８
期
分

■
納
期
限
＝
２
月
28
日
（
水
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
２
月
27

日
（
火
）
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

２
月
９
日
（
金
）、

２
月
26
日
（
月
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

２
月
４
日
・
11
日
・

18
日
・
25
日
（
各
日
曜
日
）、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇　
　
　
　

 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活で
きるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
　身体・知的・精神障がいのある人、その家族・
支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請
手続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤ 交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学
習会の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月〜金曜日（祝日を除く）、
午前８時 30 分〜午後５時 15 分

◎「ライブスペース勢の! in明和」を開催します
　昨年に引き続き、障害のある人もない人も、子
どもも大人も、音楽を通じて出会い、ふれ合う音
楽祭を開催します。ぜひお誘い合わせの上、多数
ご参加ください。また、当日お手伝いいただける
ボランティアも募集しています。お気軽にお問い
合わせください。
■日時　2月25日（日）午後1時30分～3時30分
■場所　いつきのみや地域交流センター

■内容　歌や楽器演奏など
■参加費　無料
■申し込み　不要
■問い合わせ先
明和町社会福祉協議会　西中

（☎ 52・7056 ／FAX 52・7057）
明和町障がい者生活支援センター　真野・太田

（☎ 52・7127 ／FAX 52・7128）

◎「ななかまどの会」が開催されています
　精神に障がいのある人のご家族が自主的に集
まり、気軽に話し合う茶話会が毎月開催されてい
ます。この度、茶話会の名前を「ななかまどの会」
と決定しました。「ななかまど」とは、バラ科の落
葉高木で、花言葉に「私はあなたを見守る」とい
う意味があります。ご本人の疾病、日頃の生活、医
療や福祉サービスのことなどについて、同じ悩み
を持つご家族同士で話し合い、情報交換や交流を
深めることを目的としていますので、どうぞお気
軽にご参加ください。
■日時　毎月第 3 木曜日　午後 1 時から
■場所　明和町保健福祉センター

◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを
行っています。みんなでおしゃべりやお料理、ス
ポーツなどを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・7127、
FAX 52・7128、メール shien@town.mie-meiwa.lg.jp）へお問い合わせください。

（有料広告）（有料広告）
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

　

明
和
町
消
防
団
で
は
、
火
災
予

防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
参
加
の
チ
ー
ム
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
４
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
～
正
午
予
定
（
受
付
＝

午
前
８
時
～
）

■
場
所　

明
和
町
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
な
ど　

１
人
以
上
の

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
を
登

録
し
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
監
督
＝

１
人
、
選
手
＝
６
人
以
内
）、
試

合
は
４
人
制
で
常
時
女
性
が
２
人

以
上
出
場
す
る
こ
と

■
募
集
チ
ー
ム
数　

24
チ
ー
ム
ま

で
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
に
備
え
付
け

の
申
込
書
で
、

２
月
１
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
２
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
申
し
込
み

※
大
会
の
競
技
規
則
は
、
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
制
定
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
規
則
を
準
用
し
ま

す
。

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す

　

明
和
町
消
防
団
で
は
女
性
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か

し
て
地
域
の
防
災
活
動
に
気
軽
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
、友
人
・

グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
ご
家
族
や
ご

近
所
の
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
の
応

急
救
護
や
防
災
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会

い
な
ど
、
き
っ
と
新
し
い
自
分
の

発
見
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
数
の
人
の
入
団
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
木
）

～
３
月
９
日
（
金
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と

　空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節を迎えます。
　町民の皆さまに防火に関する意識や行動力を高めていただくことにより、火災の発生を防ぎ、万一発
生した場合にも被害を最小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守ることを目的としています。
いのちを守る　７つのポイント

・寝たばこは、絶対にしない。
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・こんろのそばを離れる時は、必ず火を消す。
・火災を早期に発見するために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類への着火を防ぐため、防炎品を使用する。
・初期消火のために、住宅用消火器を設置する。
・火災が発生した時のために隣近所の協力体制をつくる。

※火災予防条例により、すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられています！
　設置済みの「住宅用火災警報器」は、定期的に作動するか点検し、10 年を目安に取り替えましょう。
問い合わせ　消防本部予防課（☎0598・25・1412）

3月1日から3月7日まで平成30年春の全国火災予防運動
全国統一防火標語 『火の用心　ことばを形に　習慣に』

火災から
尊い生命を

守ろう

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

※
詳
し
く
は
、
明
和
消
防
署
（
☎

52
・
５
６
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容　

消
火
活
動
を
直
接

行
う
も
の
で
は
な
く
、
応
急
救
護

指
導
、
防
火
啓
発
等
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
待
遇　

報
酬
・
被
服
等
の
支
給
、

公
務
に
対
し
て
の
補
償
制
度
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
防
災
企
画
課
（
☎
52

・
７
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

火災予防啓発

明和町消防団
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
13
日

（
火
）
＝
平
成
28
年
７
月
生
ま

れ　

②
３
月
13
日
（
火
）
＝
平

成
28
年
８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分

～
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

健
康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
９
日

（
金
）
＝
平
成
27
年
７
月
生
ま

れ　

②
３
月
５
日
（
月
）
＝
平

成
27
年
８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分

ま
で

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

発
達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
27
日

（
火
）
＝
平
成
26
年
７
月
生
ま

れ　

②
３
月
27
日
（
火
）
＝
平

成
26
年
８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分

～
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

健
康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー

ト
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
15
日

（
木
）・
３
月
15
日
（
木
）
＝
乳

幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分

～
11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
25
日

（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
＝
妊

娠
中
の
方
、
そ
の
配
偶
者

■
内
容　

妊
娠
中
の
暮
ら
し
方

と
産
後
の
育
児
に
つ
い
て
、
食

生
活
の
話
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の

交
流
、
妊
婦
体
験
、
産
後
の
手

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

　

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

続
き
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

２
月
19
日（
月
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人

※
託
児
が
必
要
な
場
合
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す（
有
料
、

当
日
申
し
込
み
不
可
）

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
23
日

（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

＝
離
乳
食
に
つ
い
て
知
り
た
い

方■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具

■
申
し
込
み　

２
月
21
日（
水
）

ま
で
に
福
祉
保
健
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人

明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/社協だより

※詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

第99回 ライブスペース勢の! in明和vol.4のご案内
　今年もライブスペース勢の! in明和を開催します。老若男女問わず一緒に音楽を楽しむイベント（ラ
イブ）です♬お気軽にお越しください♪

【問い合わせ先】
明和町社会福祉協議会
西中（☎52・7056）
三重音楽療法地域推進協会（MTちいき）
川西（☎23・1125）

●と　き　2月25日（日）
　午後1時30分～3時30分（開場／午後1時）
●ところ　いつきのみや地域交流センター

●出　演
　ありんこスペシャル／FreeZ／まのろん／
　業平夢太鼓／北村好正／ぱうず

入場無料
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

●明和町郷土文化を守る会の
　講演会を開催
　明和町郷土文化を守る会では、今年度整備され
た県史跡坂本古墳群史跡公園について、古墳群の
内容や、これまでの発掘調査の成果を説明すると
ともに、公園整備までの保護の歴史をお話ししま
す。多数の皆さんのご参加をお待ちしています。
◎日時　2月12日（月・祝）午後1時30分～3時
◎場所　明和町立中央公民館　中会議室
◎講師　乾  哲也さん（明和町斎宮跡・文化観光課）
◎申し込み先　２月 7 日（水）までに、中西勝
美さん（☎ 52・0367）または三田正之さん（☎
52・0044）までお申し込みください。

●司法書士無料相談会
【三重県司法書士会松阪支部】
　三重県司法書士会松阪支部では、相続、登記、
借金問題や成年後見について、司法書士による無
料相談会を次のとおり開催します。
◎日時　２月 15 日（木）午後６時〜８時
　　　　（午後７時 30 分までに来場ください）
◎場所　松阪市日野町７８８カリヨンプラザ３階
　　　　松阪市民活動センター
※詳しくは、三重県司法書士会松阪支部連絡事務
局・鈴木陽介司法書士（☎ 0598・23・4638）、
または古田顕子司法書士（☎ 0598・20・0338）
へお問い合わせください。

●第14回　いつきのみや梅まつり
◎主催　斎宮跡観光協議会
◎日時　3月3日（土）午前10時～午後2時ごろ
※雨天・荒天中止
◎場所　斎宮歴史博物館南 ふるさと広場梅林周辺
◎内容　史跡めぐり、特産品販売、梅干しの種飛
ばし大会、斎王撮影会、フォトコンテストの募集、
ふれあい動物園、シートベルト体験車、消防車の
展示、消防服の試着体験、ねじロボット体験など。
みなさん、ぜひお出かけください。
◎問い合わせ先　明和町観光協会（☎ 52・0055）

２
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　

２
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日
曜（
窓

口
）開
庁
で
は
、住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行
を
は
じ
め
、

各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時　

２
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ U

RL  http://w
w

w
.tow

n.m
eiw

a.
m

ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

　
２
月
25
日
・
３
月
11
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換

を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
と
３

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
２
月
25
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
２

月
20
日
（
火
）、
②
３
月
11
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期

限
＝
３
月
５
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で

構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●熱気球係留フライト体験
◎日時　3月3日（土）午前6時30分～9時30分
　（受付時間／午前6時～8時30分）
※悪天候の場合は中止とし、順延は無し（開催途
中の中止あり）。
※強風などの影響で受付および搭乗開始時間が遅
れる場合があります。
◎場所　斎宮歴史博物館南　ふるさと芝生公園
◎内容　熱気球を地上のアンカーとロープでつな
ぎ、約 20 ～ 30m 浮上し、約 5 分間のフライト（離
陸から着陸まで）を実施。
◎参加費　中学生以上 1500 円／人
　　　　　小学生以下 1000 円／人
※ 3 歳以下は無料。小学生以下の場合は保護者の
同乗が必要。
◎定員　250 人（先着順）
◎応募方法　往復ハガキで①郵便番号②住所③電
話番号④年齢⑤搭乗者全員の氏名・年齢⑥返信ハ
ガキに郵便番号・住所・氏名をご記入の上、お申
し込みください。
※１組 1 通のみの応募。
※搭乗は代表者を含め、最大 7 人まで。
◎応募先　〒 515-0332　明和町大字馬之上 945
　明和町斎宮跡・文化観光課「熱気球係留フライ
ト体験」係（☎ 0596・52・7126）
◎募集期限　2 月 23（金）必着（先着順）
※定員になり次第終了。
※当日搭乗希望者は、事前申込者の搭乗が終わり、
フライトが可能な場合、受け付けます（中学生以
上 2000 円／人、小学生以下 1500 円／人）。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

●公共職業訓練（ハロートレーニング）
　受講生募集のお知らせ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部
三重職業能力開発促進センター伊勢訓練センター

（ポリテクセンター伊勢／☎0596・37・3121）
　ポリテクセンター伊勢では、求職者が早期に再
就職できるよう、ものづくり分野に特化した職業
訓練を実施しています。
◎訓練科名・期間・定員など

※応募締切日以降でも追加募集を行う場合があり
ますので、ポリテクセンター伊勢までお問い合わ
せください。
◎訓練場所　ポリテクセンター伊勢
　（伊勢市小俣町明野 685）
◎対象　再就職を希望し、公共職業安定所に求職
申し込みをしている人
※受講料は無料ですが、別途教科書代・作業服代
が必要です。

●ハロートレーニング ～急がば学べ～
　職業訓練生募集

【パソコン活用科】
◎期間　3 月 29 日～ 6 月 28 日
◎内容　パソコンと簿記の習得
◎説明会　2 月 8 日か 22 日
◎対象　ハローワークに求職を申し込んでいる人
◎手続き　事前にハローワークにて申し込み
◎費用　テキスト代 13000 円程度（受講料は無料）
※詳しくは、勢京ビジネス専門学校（☎ 0596・
28・4739）までお問い合わせください。

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 応募
締切日

入所
選考日

3月 CAD・NC
技術科 15人

3月20日
　（火）～
9月13日
（木）

2月22日
（木）

2月23日
(金）

4月 溶接
技術科 15人

4月12日
　（木）～
10月3日
（水）

3月15日
（木）

3月16日
(金）

2月と3月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談

（消費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次
のとおり開設します。皆さん、お気軽にご利用くだ
さい。
■日時　①2月13日（火）、②3月13日（火）
時間は各日とも午前10時〜正午・午後1時〜3時
■場所　役場 1 階　相談室
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

2月と3月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　① 2 月 5 日（月）午前９時 30 分〜
正午＝行政相談・心配ごと相談、② 2 月 19 日（月）
午後 1 時 30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③ 3 月 5 日

（月）午前９時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相
談、④ 3 月 19 日（月）午後１時 30 分〜４時＝心
配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会
　（☎ 52・7056）へお問い合わせください。
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）

●多言語国際交流に関する講演会を開催
　言語交流研究所ヒッポファミリークラブでは、
家族や仲間で楽しむ多言語国際交流活動と地域国
際ボランティア報告の講演会を開催します。
◎名称
　7 か国語で話そう
　～ことばを育てて、世界に友達作ろうよ ! ～
◎主催　一般財団法人
　言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ
◎日時　２月 15 日（木）午前 10 時～正午、２月
18 日（日）午後２時～４時
◎会場　いせトピア（伊勢市黒瀬町 562-12）
◎その他　参加費無料。託児は１歳以上で要予約。
締切２月８日（木）。
◎申し込み・問い合わせ
一般財団法人　言語交流研究所・ヒッポファミ
リークラブ（☎ 0120・557・761）
※受付時間は平日の午前９時～午後５時 30 分

●介護者のおしゃべりカフェ
　明和町地域包括支援センターでは、介護者の情
報交換や気分転換を目的に交流会を次のとおり開
催します。お茶を飲みながら、気軽に介護を語り
ましょう。
◎日時　2 月 16 日（金）午後 1 時 30 分～ 3 時
◎場所　Cafe 茶々（明和の里敷地内）
◎参加費　メニューの自己負担のみ。（飲み物…
100 ～ 350 円、団子・ケーキ等…70 ～ 250 円、ケー
キセット…400 ～ 500 円）
◎参加申し込み　明和町地域包括支援センター（☎
52・7127）へお申し込みください。

●おとな元気教室（健康アップ運動教室）
　で一緒に体を動かしましょう!
　２月は立春を迎え、暦の上では冬から春に移り
変わろうとしています。春は寒暖差が激しく、身
体にストレスがかかり自律神経を乱します。また、
日照時間が長くなることで、体内時計が乱れて睡
眠不足に陥ることがあります。体調を崩しやすい
この季節をうまく乗り越えるには、まず生活リズ
ムを整えることが大切です。夜にきちんと眠れる
身体にするためには、日中は身体をしっかり動か
すこと。おとな元気教室で楽しく身体を動かして、
春の変調に負けない身体づくりをしましょう。
　ご自分の体力に合わせてコースを選んでいただ
けます。ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください。
水分補給するものを忘れずにお持ちください。
◎日時　2月2日（金）、5日（月）、16日（金）、19日（月）
　初級コース　午前 9 時～ 10 時
　中級コース　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
◎場所　明和町総合体育館
◎持ち物など　運動しやすい服装、運動シューズ、
水分（お茶など）、タオル
※申し込みは不要です。参加希望の方は、当日総
合体育館へお越しください。
※詳しくは、長寿健康課　健康ほけん係（☎ 52・
7116）まで。

●音訳奉仕者養成講習会開催のご案内
　三重県視覚障害者支援センターでは、視覚障害
者福祉やボランティア活動に関心のある人に、音
訳技術（聞き取りやすい読みの技術）の基礎を学
んで頂く講習会を開催いたします。
◎日時　平日コース：４月 13 日、
　　　　５月 11 日、25 日（全３日間）
　　　　土曜コース：４月 14 日、
　　　　５月 12 日、26 日（全３日間）
◎会場　三重県視覚障害者支援センター　大研修室
◎受講料　無料（ただしテキスト代864円が必要です）
◎申込方法　三重県視覚障害者支援センターまで
お問合せいただくか、ホームページを参照ください。
◎申込締切日　3 月 16 日（金）必着
◎ 申 込 先　 三 重 県 視 覚 障 害 者 支 援 セ ン タ ー

（〒 514-0003　津市桜橋二丁目 131）
☎ 059・213・7300　FAX059・228・8425
E-mail　mieten@zc.ztv.ne.jp
HP　http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/

交通事故無料相談会
の開設（2月・3月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣
員による交通事故の相談会（過失割合の判例、示
談の仕方・進め方、賠償請求と賠償額の算定、そ
の他相談等）を次の通り開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　2月14日（水）午後1時〜3時　※1人1時間
　　　　【要予約】申込期限2月13日（火）午前11時
　　　　※土曜日・祝日・休日を除く。
　　　　3月14日（水）午後1時〜3時　※1人1時間
　　　　【要予約】申込期限3月13日（火）午前11時
　　　　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課　環境・住民協働係

（☎ 52・7117）へお問い合わせください。
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ

☆いつきのみや春絵巻～きものでおでかけ～
　春めいてくる季節に着物を着ておでかけしませ
んか。大人気のお子様企画『おひなさまになろ
う！』も同日開催します。
　明和音頭やふるまい、みんなで踊るよさこい、
お菓子まき、餅まきを予定しています。着物でご
来場の方にはプチプレゼントあり！

■開催日：2月25日（日）
春絵巻／午前10時30分～午後2時30分ごろ
おひなさまになろう／午前10時～午後4時
■参加費：おひなさまになろう／500円
※おひなさまになろうは 3 歳くらい～ 120㎝ほ
どのお子様限定といたします。

☆講座with体験⑤「王朝のくらしを彩る結び」
　王朝生活の中でインテリアだけでなく、様々な
願いが結びに込められていました。古代から現代
まで生活を彩ってきた結びを紹介します。体験で
は２種類の結びを作ってみましょう。

■講座日：3月17日（土）
　①午前10時～11時30分　②午後2時～3時30分
■参加費：無料
■定員：各時間20人（定員を超えた場合は抽選）
■申し込み期間：2月20日（火）～3月4日（日）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ

○2月のおはなし会
「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■日時：2月25日（日）午後2時～
■場所：ふるさと会館1階児童室
■内容：絵　本「ひなたぼっこです」
　　　　　 　「じゅんびはいいかい」
　　 　紙芝居「よくばり王さまのふしぎなかんむり」

「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：2月22日（木）午前11時～
■場所：ふるさと会館1階児童室

「てんとうむし」による読み聞かせ
■日時：2月10日（土）午後2時30分～
■場所：ふるさと会館1階児童室
■内容：絵　本「ひなまつりルンルンおんなのこの日!」
　　 　紙芝居「ポンコちゃんのおひなさま」

○2月のワークショップ「切り絵を作ろう」
　滝平二郎さんの絵本などを原画に切り絵づくり
を楽しみます。
■日時：2月24日（土）10時～
■場所：ふるさと会館2階多目的室
■募集人数：10人
■応募受付：2月6日（火）正午～
■参加費：100円
■持ち物：はさみ、小型のカッターナイフ、切り絵
にしたい原画があればお持ちください。

○全国訪問「おはなし隊」（講談社）が来館
　皆さん、ぜひおこしください！
■日時：2月12日（月／祝日開館）
　　 　午後2時30分～3時35分
■場所：ふるさと会館図書館
■内容：キャラバンカーの見学と読み聞かせ
■対象：4歳～12歳

○図書館より
　借りた本をお子さんが破ってしまったというこ
とがあります。その際、セロテープで補修して返
却していただくことがありますが、補修は図書館
で行いますので、そのままカウンターに返却いた
だきその旨お伝えください。なお補修が困難な場
合は弁償ということになりますので、ご理解いた
だきますようお願いいたします。

○2月の休館日
5日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）、
28日（水／月末館内整理日）
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い
合わせ下さい。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　2月号平成30年

（2018年）
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明和町
マスコットキャラクター
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今月号の主な内容

1月7日に中央公民館で行われた平成29年度明和町成人式（写真は明星校区の皆さん）
【詳しくは本紙2頁をご覧ください。】

●まちの話題：明和町成人式ほか ……………………………………… P2

●くらし：平成２９年第４回明和町議会定例会 ……………………… P5

●くらし：所得税と町・県民税の申告 ………………………………… P7～

●ひとまちふれあい企画：たのしい手作り教室ほか ………………… P12

●明和町行政チャンネル番組表ほか …………………………………… P22
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期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

1月25日（木）～
2月1日（木）

2月1日（木）～
2月8日（木）

2月8日（木）～
2月15日（木）

2月15日（木）～
2月22日（木）

2月22日（木）～
3月1日（木）

●ニュース：①明和町商工会新春賀詞交歓会
　　　　　 ②町内でどんど火　ほか
●トピックス：こんにちは ボランティアさん

●ニュース：①坂本古墳群史跡公園オープン記念整備報告会
　　　　　 ②ふれあいレクリエーション祭　ほか
●トピックス：うめいわ おつまみ

●ニュース：①災害対応図上訓練
　　　　　 ②シンポジウム斎宮跡と久留倍官衙遺跡　ほか
●トピックス：覚えておきたい げんき☆レシピ

●ニュース：①前野御頭神事
　　　　　 ②明和FCフットサルフェスタ　ほか
●トピックス：視聴者投稿め～Tube

●ニュース：①明和町郷土文化を守る会講演会
　　　　　 ②美し国三重市町対抗駅伝　ほか
●トピックス：済生会明和病院紹介
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明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈1月25日（木）～3月1日（木）〉
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